
津波防災支援ソリューション
～ 津波リスクを把握し、確かな「備え」を ～

従来のシナリオ型予測ではなく、確率で津波の到来と被害規模を評価
施設ごとに堤防の安全性を定量的に評価
定量的な津波防御力の評価に基づき、ハード対策の優先度を設定

ソリューション① 津波浸水リスク評価 ➡ 国・都道府県 ➡ 都道府県・市町村・企業

➡ 都道府県 ➡ 国･都道府県･市町村･企業

沿岸に立地する地域・施設の浸水リスクを定量評価
確率評価との組合せにより浸水対策の効果を定量評価
施設や事業所の資産リスク評価と対策の意思決定を支援

ソリューション② 資産リスク評価

現状と課題

津波防災支援ソリューション

詳細な津波シミュレーションにより、地域に最適な津波防災対策を提案
住民の着実な避難を促進する各種リスクコミュニケーション施策の提案

ソリューション③ 合理的な津波防災対策の提案

最新のデジタル技術を活用したわかりやすいリスク可視化ツールの提供（事前防災）
発災後の避難誘導やBCPに基づく適切な対策を支援する各種防災アプリケーションの提供

ソリューション④ ソフト対策・情報発信

● 対策エリアが広域となる津波被害想定において、従来のシナリオ型津波評価ではハード対策の優先度が不明確で、対策までに膨大な費用と時間がかかる
● 行政と住民とのリスクコミュニケーションが不足。また住民の危機意識・避難意識も低下
● 企業は津波リスク情報、対策のノウハウが不足。対策の進め方がわからない

・ハード整備の優先度を決める情報が不足
・行政と住民の間でリスクコミュニケーションが不足
・具体的な津波リスク情報、対策のノウハウが不足

応用地質の津波防災支援ソリューションは津波リスクの適切な把握を支援し、着実な備えを導きます

確率論的津波ハザード評価

地域の安全、
資産価値の向上

色々なケースの
浸水分布 確率評価 人口・資産分布

数千ケースの
断層モデルで
津波計算

・費用便益分析により、
  最適な対策を提案
・行政-住民間の
  リスクコミュニケー
  ションに活用

確率論的津波評価
（ハザードカーブ）

施設ごとに堤防が
津波を防御できる確率を評価

・最先端のデジタル技術の活用で効果的な
  津波対策を実現
・津波リスクを可視化し、よりわかりやすく、感覚的に
 伝えることで地域の自助・共助を促進

DXで津波防災対策を推進

95 100%
80 95%
70 80%
60 70%
30 60%
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3次元津波
ハザードマップ

災害情報の
入手・整理

点群データを
活用した
浸水アニメーション

情報発信ツール
（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘ）

津波防災支援
ソリューション

［地震防災事業部］  〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町1-10-2 GINZA YAMATO3 4階
Tel：048-778-7789　Fax：048-782-9577   www.oyo.co.jp

https://www.oyo.co.jp/

